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1   開催趣旨
情報論的学習理論ワークショップ（略称IBIS; Information-Based Induction Sciences）は、情報理論、統計学、統計物理学、計算機科学など、広い意味で機械学習に関係する分野の学際理論フォーラムを作ることを目指し、 1998年に産声をあげました。それ以来、参加者の方々の質の高い発表に支えられ、今年で12回目を迎えます。
第1回開催以来10年以上が経過しますが、その間社会の様相は大きく変わりました。インターネットを介した情報のやりとりが完全に社会基盤の一部となり、大量のデータから有用な情報を引き出す技術としてのデータマイニング、そしてその基礎を与える機械学習は、かつて量子力学と半導体工学がそうだったように、今や社会的に最も注目を浴びる学問分野になりつつあります。
第12回を迎える今年のIBISでは、これまでのIBISの伝統と、IBISをめぐる社会的・国際的な環境の変化に鑑み、次のようなフォーラムを提供することを目標にしたいと思います。
· 情報理論、統計科学、統計物理学、計算機科学、データマイニングなど、広い意味で機械学習に関係するあらゆる分野のフォーカル・ポイントとなりうるフォーラムであること

· ワールドクラスの質を備えた研究を生み出しうるという意味で国際的なフォーラムであること

· 同時に、研究者の出身分野や知識背景、所属組織にかかわらず、新しい萌芽的研究を迎え、生み出しうる開かれたフォーラムであること

· 理論的研究と社会的応用とをうまくバランスさせることで、機械学習に対する社会的期待に応えられるフォーラムであること

IBIS2009は、オーガナイズドセッションとポスターセッションを軸に構成され、読み応えある予稿集がテクニカルレポートとして発行されます。情報関連分野で今や最もホットなこの分野において、IBIS2009が、より大きな社会的なインパクトを持つ研究の促進につながるよう、実行委員一同心より祈っております。

2   プログラム委員会特別奨励賞
IBIS 2009では、若手研究者の顕彰を目的にして、IBIS 2009プログラム委員会特別奨励賞 (IBIS 2009 Program Committee Award for Young Researchers) の授与を予定しています。本賞は、筆頭著者としてテクニカルトラックに論文を投稿した若手研究者を対象にし、論文の完成度と筆頭著者の独創性を、プログラム委員の審査によって決定します（ディスカッショントラックは対象外ですのでご注意下さい）。若手研究者の定義の目安は、（IBIS関連分野での）学位をまだ取得されていないか、学位取得後おおむね5年以内とします。本賞への応募は、投稿時の自己申告制とし、投稿された論文と、当日の発表を審査対象にいたします。気合の入った研究のご応募をお待ちしております。
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付録

A. IBIS'98 （第1回IBIS）
情報理論とその応用学会主催「1998年情報論的学習理論ワークショップ」(英訳 ``1998 Workshop on Information-Based Induction Sciences (IBIS'98)'')は1998年7月11-12日に神奈川県の専修大学箱根セミナーハウスにて、90余名の参加者を集めて開催されました。予稿集‎[3]には12件の招待講演と10件のimpromptu講演全ての論文を収めています。

IBIS'98は、人工知能における「機械学習」に関する問題を情報理論、統計学，統計物理学等の視点から総合的に捉えた新しい知識情報処理の体系を目指して、「情報論的学習理論」なる旗のもとに企画したワークショップです。本会議で扱ったテーマとしては、例えば、知識情報処理における統計的モデル選択、情報量規準(AIC, MDL等)、オンライン学習、確率的コンプレキシティ‎[2]、ベイズ学習‎[1]、統計力学的学習、幾何学的学習、各種知識表現系(ニューロ、ベイジアンネット等)、 計算論的統計学、Kolmogorov Complexity理論、知識処理の応用分野(画像処理、理解、パタン認識、自然言語処理、複雑系など)における情報理論的手法の実際などが挙げられます。招待講演及びimpromptu講演はいずれも上記テーマに関して最先端の研究成果を盛り込んだものとなりました。これまで、様々な分野に分散していながら上記テーマに関して共通の問題意識をもっていた研究者が、本会議を通じて交流を深め、最新の成果について情報を交換したり、新しい問題を発掘できるような会議を意図して、本会議は企画されました。

本会議を学会主催の企画に取り上げていただいた、情報理論とその応用学会企画理事の電気通信大学 山口和彦先生と(株)キヤノン 岩村恵一様に深謝致します。特に、山口先生には、本会議のホームページ開設のために、電気通信大学に当事務局のアカウントを設けて頂きましたことを感謝致します。また、開催会場である専修大学箱根セミナーハウスを手配して頂きました、専修大学 佐藤創先生に厚く感謝致します。また、会議運営にあたってご支援頂きました、早稲田大学 松嶋敏泰先生及び平澤茂一先生と両研究室の皆様に心より感謝申し上げます。尚、本会議名の略称であるIBISは、日本では天然記念物に指定されている「トキ」という鳥を意味します。このIBISの命名にあたり、アドバイス頂いたProf. Paul Vitanyi (Centrum voor Wiskunde en Informatica)に深謝致します。
B. IBIS'99（第2回IBIS）
1999年情報論的学習理論ワークショップ(1999 Workshop on Information-Based Induction Sciences (IBIS'99))‎[4]は情報理論とその応用学会、電子情報通信学会情報理論研究専門委員会共催で1999年8月26日-27日に静岡県修善寺にて約130名の参加者を集めて開催されました。
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